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ベストコミュニケーション

地域見つめる……共通商品券

◆いつでもどこでも使える

便利な商品券
◆贈つて喜ばれ、使つて便
利な商品券をご利用くだ
さい |

新
年
の
幕
開
け
を
祝
う

―
新
春
賀
詞
交
歓
会

ひ
ら
く

新
春
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
が

当
所
と
あ
だ
た
ら
商
工
会
の
主

催
、
二
本
松
市
の
後
援
で
、　
一

月
十
日
に
二
本
松
御
苑
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
両
団
体
の
役

員

。
会
員
、
国

・
県

。
市
各
議

員
、
官
公
庁
、
関
係
各
団
体
か

ら
二
九
〇
名
が
出
席
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
二
年
十
力
月

が
経
過
し
た
が
復
興
が
未
だ
道

半
ば
で
あ
る
中
で
、
改
め
て
二

本
松
市
の
産
業
振
興
の
発
展
を

誓
い
合

っ
た
。

両
主
催
者
を
代
表
し
て
石
澤

会
頭
か
ら

『あ
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
三
度
目
の
新
年
を
迎
え

た
。
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
す

る
中
で
、
原
発
事
故
に
よ
る
被

害
は
未
だ
に
各
方
面
に
困
難
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
新
年
を
機

に
引
き
続
き
復
興
と
再
生
に
向

け
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
を
新
た
に
し
た
。
日

本
の
経
済
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
株
価

が
大
幅
に
上
昇
す
る
な
ど
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き

て
い
る
。

二
本
松
市
の
経
済
に
つ
い
て
も
、

ま
だ
ら
模
様
で
は
あ
る
が
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
明

る
い
展
望
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、

こ
の
春
か
ら
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
消
費
後
退
も
懸
念

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

二
本
松
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、

三
月
に
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
売
と
、
プ
レ

ふ
く
し
ま
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

（Ｄ
Ｃ
）

に
お
け
る
城
下
町
す
た
ん
ぶ
ラ

リ
ー
や
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

循
環
を
促
し
、
消
費
税
シ
ョ
ッ

ク
を
和
ら
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
昨
年
の
暮
れ
に
誕

生
し
た
新
野
市
政
と
連
携
と
協

調
を
図
り
な
が
ら
、

二
本
松
商

工
会
議
所

。
あ
だ
た
ら
商
工
会

と
も
ど
も
会
員
事
業
所
の
経
営

支
援
と
地
域
経
済
の
振
興
を
目

指
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
』
と
挨
拶
が
あ
り
、
役

員

。
議
員
の
方
々
、

二
本
松
市

当
局
を
は
じ
め
本
日
の
出
席
者

の
今
後

一
層
の
協
力
を
呼
び
か

け
た
。

続
い
て
年
頭
に
あ
た
り
、
昨

年
末
に
新
た
に
当
市
の
市
長
に

就
任
し
た
新
野
洋
市
長
か
ら
も

年
頭
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
そ

の
後

両
主
催
者

代
表

及
び
市
長
、

議
長
、

国
や
県

の
各
議

員

に
よ

り
鏡

開
き
を
行

っ
た
後

に
斎
藤

市
議
会
議
長
に

よ

り

乾

杯

し
、

新
年

の
幕

開
け

を
祝

い
和

や
か

に
歓
談

し
た
。

最
後

に
三
浦
あ

だ

た
ら
商

工
会

長

が
今
年

の
飛

躍
を
願

っ
て
、
盛

大

に
万
歳

三
唱

を
行

い
賀
詞
交

歓
会

を
締

め
く

く

っ
た
。

4年     言司
●主催                会  ●

▲ 新春賀詞交歓会 において挨拶を行 う石澤会頭

▲ 新年を祝 い、鏡開きを行 った
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次
年
度
会
長
に
斎
藤

一
哉
さ
ん
選
任

―
新
年
度
役
員
体
制
決
ま
る

斎藤次年度会長

当
所
青
年
部

（渡
邊
長
門
会

長
）
は
、　
一
月
二
十
八
日
に
二

本
松
商
工
会
議
所
に
お
い
て
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十

六
年
度
の
新
役
員
の
選
任
な
ど

を
行

っ
た
。

当
所
青
年
部
平
成
二
十
六
年

度
新
役
員
は
次
の
通
り
。

▼
会
長

斎
藤

一
哉
（欄
檜
物
屋
酒
造

店
）

▼
直
前
会
長

渡
邊
長
門
（渡
辺
設
計
事
務

所
）

▼
顧
間

齋
藤
徹
（朝
日
商
事
欄
）

▼
副
会
長

菊
地
義
直

（菊
地
義
直
税
理

±

ｏ
行
政
書
士
事
務
所
）

根
本
勝
（０
根
本
機
工
）

手
塚
俊
秀

（０
手
塚
建
設
工

業
）

▼
専
務
理
事

佐
々
木
寛
明
（佐
々
木
正
治

畳
店
）

▼
監
事

古
山
光
二
（古
山
銃
砲
火
薬

店
）

小
沢
源
太
郎

（□
小
沢
石
材

本
店
）

早
川
喜
大
（早
川
硝
子
仰
）

▼
理
事
（総
務
委
員
会
）

渡
邊
悟

（郭
内
整
骨
院
）

松
本
太

（０
松
屋
印
刷
所
）

▼
理
事
（親
睦
委
員
会
）

安
田
文
也
（ふ
ぅ
ふ
ぅ
亭
）

渡
邊
剛
志
（柳
渡
邊
オ
ー
ト
）

▼
理
事
（特
別
事
業
委
員
会
）

員
長

熊
田
登
紀
（ス
ナ
ッ
ク
と
き
）

高
島

一
吉
（欄
高
島
観
光
）

▼
理
事
兼
特
別
事
業
委
員
長

穂
積
元
彦
（稲
屋
）

▼
特
別
事
業
副
委
員
長

大
河
内
威

（口
文
化
堂
ス
ポ

ー
ツ
）

松
本
克
久

（菓
子
処
ま
つ
も

と
）

（
一
月
二
十
八
日
開
催
、
第
四

一
七
回
常
議
員
会
承
認
）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
欄

（綜
合
ビ
ル
管
理
業
）

杉
山
　
幹
郎

●
本
田
人
工
授
精
所

（人
工
授
精
業
）

本
田
　
久
治

誓δ曇言冒意t:4o言 [][曼曽言暮曇冒意誉看[

当
所
青
年
部

（渡

邊

長

門
会

長
）

は
、

一
月
二
十
九
日
、
二

本
松
市
に
対
し
て
復

興
支
援
金
を
贈
呈
し
た
。
こ
の

復
興
支
援
金
は
、
昨
年
十
二
月

七
日
か
ら
八
日
に
東
京
都
江
戸

川
区
の
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
葛
西

店
内
に
あ
る

『ふ
く
し
ま

燿
紳鵬け一」静脚敲雌滞

鈍
　
二
本
松
産
品
の
売
り
上
げ

峙　の一『Ⅷ棒励転」の復興の

議　̈
鋤趾』̈
∵庁浸卸酬

姉

を
は
じ
め
と
す
る
青
年
部

新
　
メ
ン
バ
ー
五
名
よ
り
新
野

▲
　
市
長

へ
復
興
支
援
金
が
手

渡
さ
れ
た
。

▲ 臨時総会において挨拶する渡邊会長

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

お気軽にお問含せください

(独 )勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部

〒170‐3055 東京都豊島区東池袋 1‐24‐ 1

丁EL{03)6907‐ 1234   FAX(03)5955‐ 3211

一鮨騨鉤蒻鶉鶉噛

脩
掛
金
の
一部
を

国
が
助
成
し
ま
す
。

聰
掛
金
は
全
額
非
課
税
。

手
数
料
も
不
要
で
す
。

屹

社
外
積
立
型
な
の
で
管
理
が

簡
単
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
加
入

で
き
ま
す
。

二本松市へ復興支援金贈呈
～青年部、市産品販売の売上金を～
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「法
人
税
減
税
を
ど
う
実
現
す
る
か

―
法
人
税
の
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
と
は
…
」

安

爾

辞

嬌

猜
誠

爆

膨

榊

や
規
制
改
革
に
焦
点
を
当
て
て
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。

フ
」
詢
師
』
（
瑯
曰
置
肘
気

を っ
肺
枚
血
ぃ
臓

の
中
で
医
療
や
農
業
の
規
制
改
革
が
断
行

さ
れ
、
そ
れ
を
全
国
に
波
及
さ
せ
る
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

法
人
税
減
税
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
が

進
ん
で
い
な
い
。
消
費
税
増
税
で
家
計
に

負
担
増
を
強
い
る

一
方
で
の
減
税
は
、
企

業
優
遇
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
招
き
か
ね

な
い
。

そ
勧証
蹴
翻
型
帰
縣
脚

ま
再
粥
酬
許
誠
制嚇岬
脚

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

識
畔
い
期
剣
＝
畔
蒙
』
精
ド
セ
如
翻
諫
い
嫁

経
済

の
好
循
環
が
期
待
で
き
る
。
企
業
活

動
レ
都
副
諭
塀
峰
ゲ
ゴ
“
Ｐ
難
嫌
訴
一畔
胸
酬
ｏ

も
ち
ろ
ん
法
人
税
の
負
担
は
軽
い
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
税
収
は
政
府
に

と

っ
て
大
事
な
財
源
だ
。
そ
こ
で
問
題
に

な
る
の
が
他
国
と
の
比
較
で
あ
る
。
国
税

と
地
方
税
を
合
算
し
た
日
本
の
法
人
実
効

税
率

（
３
５
・
６
４
％
）
を
国
際
比
較
す
る

と
、
主
要
国
は
２５
％
程
度
、
と
り
わ
け
日
本

に
と

っ
て
競
争
相
手
で
あ
る
近
隣
の
ア
ジ

ア
諸
国
が
積
極
的
に
税
率
を
下
げ
て
き
た

こ
と
も
あ

っ
て
、
近
年
は
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
法
人
税
率
の
高
さ
が
突
出
し
て
い
る
。

日
本

へ
の
外
資
の
進
出
が
他
国
に
比
べ
て

低
調
な
の
は
、
税

コ
ス
ト
の
高
さ
が
そ
の

一
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。
対
日
投
資
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
も
法
人
税
減
税
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
外
資
だ
け
を
税
優

遇
す
れ
ば

い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。

本
国
に
お
け
る
税
負
担
の
重
さ
は
、
そ
の

国
の
企
業
に
と

っ
て
国
際
競
争
を
戦
う
上

で
ハ
ン
デ
ィ
と
な
る
。

趾
松
熟
瑚
嘘
驀
り
は
飢
む

‐ま 日

そ 本

♂
獄
師
継

留
保
に
回
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

短
期
的
に
企
業
の
積
極
的
な
行
動
を
引
き

出
す
な
ら
投
資
減
税
の
方
が
効
果
的
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
長
く
続
け
る
と
、
資

源
配
分
を
歪
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

長
期
的
に
は
法
人
税
の
軽
減
で
企
業
負
担

を
引
き
下
げ

る
こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
日
本
は
全
法
人
の
７
割
が
赤
字
法

人
で
あ
り
、
ア」
う
し
た
法
人
に
は
減
税
の

恩
恵
は
及
ば
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
資
本
金
１
０
０

０
万
円
以
下

の
企
業
で
あ
り
、
減
税
の
効

果
は
納
税
し
て
い
る
多
く
の
企
業
に
及
ぶ

の
で
あ
る
。

で

叫
聘

闘
わ
額
曜
緩
性
詢
硫
剛
村
』

４
７
０
０
億
円
の
減
収
に
な
る
。
国
際
水

準
を
目
指
し
て
１０
％
引
き
下
げ
れ
ば
５
兆

円
近
い
財
源
が
必
要
に
な
る
。
年
間
の
法

人
税
収
が
１０
兆
円
程
度
で
あ
る
中
で
５
兆

円
規
模
の
減
税
は
大
変
な
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、

大
幅
な
財
政
赤
字
の
下
で
は
、
減
税
は
財

政
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
。
従

っ
て
、
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
な

ど
を
通
じ
て
課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
す
る
こ

と
や
他
の
税
目
で
税
収
減
を
カ
バ
ー
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
財
源
は

不
足
す
る
。

フ
」
た
ロ

ツ 注
州

ス さ

で れ

あ る
が
い
翻
ｎ
剛

”
刻

ス
と
は
、
税
率
を
下
げ
て
も
法
人
税
収
が

減
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
課
税
ベ
ー

ス
を
広
げ
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
日
本
経

済
が
デ

フ
レ
を
脱
し
、
経
済
が
回
復
す
る

下
で
企
業
収
益

の
回
復
が
続
け
ば
、
税
収

も
伸
び

て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ

う
な
れ
ば
税
率
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
。
一
挙
に
１０
％
引
き
下
げ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
の
活
性
化
と
と

も
に
徐
々
に
引
き
下
げ
て
い
く
余
地
が
生

ま
れ
る
。

辻
仏
以
嘲
痢
Ⅶ
烈
郡
哺
齢
軸
蹴
隋
棚
鉗
鱒

策
で
あ
る
。
今
後
、
安
倍
政
権
が
ど
の
よ
う

に
し
て
突
破

口
を
見

い
だ
し
て
い
く
か
、

大
い
に
注
目
し
た
い
。
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〒9640917 二本松市本町 1丁 目643

Tel:0243-22-4682   携 帯 :090-7322-6673

E― mail i tomiei k@coral.plala.or.jp

中小企業と納税者国民の強い味方 !! 」PA総研「よろず相談所」

お気軽に何でもこ相談下さい!!【守秘義務を厳守】 丁V相談システムを導入しました。
※弁護士・税理士・経営士・社労士・行政書士が取り組んでいます。

3ぎ濯聯耐「Wヽ業Ψ醇蛋
1賣二塁

^会

計事務所
東北本部二本松支社 :福島県二本松市大壇 148 TEL 0243-24-1351 FAX 0243-24-1352



第 503号 会議所ニュース 集り屈 牟 平成26年 2月 10日発行 (4)

噴
悧

薗
側

下記の日程で所得税・消費税確定申告の個別相談会 (無料)を 開催
いたしますのでご案内申し上げます。是非ご活用下さい。

尚、下記相談日以外の個別相談は有料となります。

2月 17日 σ∋ 021日
(≦9025日 CD

3月  5日 l■1010日 0町)013日 l■l

◆時間 9:00～ 16:00(受付は 15:30ま でです)

◆場所 二本松商工会議所 三階大研修室

●持参するもの

①税務署から送付された申告書類(所得税・消費税 )一式

②平成24年分決算書及び確定申告書の控(消費税の課税

事業者の方は平成23年分もご持参下さい )

③決算に必要となる帳簿関係書類

④国民年金保険料控除証明書(ハ ガキ )、 国民健康保険料
の支払額の分かる領収書・納イ寸書控え

⑤小規模企業共済掛金控除証明書

⑥生命保険料や個人年金保険料、介護医療保険料、地震保
険米斗等の支払(]空 除 )言正日月書

⑦医療費控除を受ける場合は病院・薬局から発行された

医療費の領収書

③住宅取得借入金控除を受ける場合の申告関係書類
⑨事業収入の他に給与収入や年金収入がある方は源泉

徴収票
⑩平成24年分以前に電子申告をさねた方は『税務署から

のお知らせ』のハガキ
⑪その他確定申告に必要な関係書類など
⑫ E口鑑(シ ャチハタ不可 )

『福島県産業復興相談センター』では、東日本大震災や風評などの原子力
災害により事業活動に形響を受けた中小企業の皆さんの二重債務問題や
事業の再開・再生に向けた支援を行っています。金融機関出身者や公認会
計士などの専門家が、相談受付から債権買取を通 じた返済負担の軽減など
の具体的な支援まで、一貫して無料でサポー トします。

現在、アンケー トによる相談受付を実施 しており御回答いただいた事業
者の皆様にはセンターからご連絡をします。アンケー ト用紙は県経営金融
課のホームページからダウンロー ドいただけます。またホームページでは
これまでの支援事例なども掲載 していますので参考にしてください。

【問 い合わせ先】

○ご相談 福島県産業復興相談センター  電話024(573)2561
福島市置賜町129 佐平ビル 9階

午前 8日寺30分 から午後 5時 15分
○アンケー トやこれまでの支援事例

福島県経営金融課のホームページ

福島県経営金融間 二重債務解決

～福島県産業復興相談センターについて～

『福島県産業復興相談センター』は、東日本大震災により経営に支障を生じた

事業者様の事業の再開や再生を支援するために設置された公正中立な公的

機関です (公益財団法人福島県産業復興センターからの委託を受けて設置)。

【具体的な支援内容】

①経営相談

面談やご提出頂いた資料等を通して、震災による影響や経営上の問題点、

具体的な課題の把握を行います。

②専門家による経営支援

専門家が課題解決に向けて、きめ細やかなサポートを実施し、経営改善。事

業計画策定に向けたアドバイス等を行います。

③債権買取支援

二重債務問題に対応するため、必要に応じて、福島県産業復興機構に対し

金融機関等の債権買取 (震災前借入)の 要請を行います。また、福島県産業復

興機構と同じく債権買取機関である仰東日本大震災事業者再生支援機への

紹介を行います。
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ま つ し ん エ コ 定 期 積 金 「 あ だ た ら の 空 ・ Ⅵ 」
「(福 )あ だち福社会」「(財 )ふ くしまフォレスト・エコ。ライフ財団」へ施設の緑化保全のために寄付をいたします。
当金庫の負担なので、お客様のご負担はありません。

お取扱期間 :平成26年 1月 6日 (月 )～平成26年 3月 14日 (金 )

適 用 金 利 店頭表示金利×3倍
募 集 総 額  15億円
ご契 約 対 象 個人及び ―般の法人のお客様
ご契 約 期 間  3年 (36回 )ま たは 5年 (60回 )

ご 契 約 高  ご契約高50万 円以上定額式のみのお取扱い

掛 込 方 法  日座振替または窓日扱い

中 途 ′弾 約  期限前解約の場合は、その利息は当金庫のスーバー定期積金の期限前解約利息により言1算 します。

預金保険制度  預金保険制度の対象商品です。

詳しくは、まつしんの各営業店窓口
または融資渉外担当者にお問合せください
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